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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し。

＜入院・入室状況＞
【転出】
・武内　隆三様：東病棟Cユニット4号室→南病棟Aユニット120号室
・寺地　光幸様：東病棟Bユニット3号室→西病棟Bユニット30号室
・小栗　健太郎様：東病棟Dユニット20号室→西病棟Aユニット44号室

＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～不穏時薬残数2回分となっている。今川Dr.へ報告し、同薬10回分処方となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつ開放観察実施。入浴は問題無く行えるがAユニットに戻ると迷惑行為あり、早めに解放観察終了している。便器に毛布を詰め込む事あり、介入している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～終日隔離中。午前午後2時間ずつ開放観察実施の指示あり。午前開放観察開始後よりホールに出てテレビを見て過ごしている。昼食前の帰室の声掛けをすると表情硬くし、易怒性・興奮あり、スタッフを殴る、髪を引っ張る等といった粗暴行為あり、男性スタッフ3人掛かりで自室誘導し、開放観察終了としている。以後も興奮あり、午後の開放観察は中止としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・小山　仁様～20時～10時の時間隔離中。開放観察開始後よりホールにて過ごし、他者交流も見られ、対応も穏やか。問題行動や不穏さは無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。食事は全量摂取。服薬は拒否無し。朝食後より眠気訴えて入眠しており、壁叩きや大声は目立たない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・西野　純子様～自室にて自閉的に過ごしており、「調子が悪い」と対面時には訴えている。病的体験に左右された言動、衝動行為は無いが表情は暗く、動作緩慢さあり。10：50嘔気を訴え、メトクロプラミド（5）1T内服している。希死的言動や行動化は無く経過。

・澤口　利香様～各食後のレボトミンは副作用を訴えて拒薬している為、指示にて除剤する。私物の要求はあるが、過度では無く、自傷行為や操作的言動は無い。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～「色々考えたら辛くなってきました。」「他者が自分の事を話している気がする。」等といった訴えが聞かれ、不穏時薬を希望され、内服する事はあったが、頓服薬を使用したのは上記の訴えがあった4/27のみであり、その他被害的言動、他者への不満の表出等は目立たずに経過し、静穏に過ごされている。

・小山　仁様～4/25措置入院。入院時は不穏・興奮著しく、指示にて身体拘束実施。拘束後も不穏さ持続しており、疎通図れない状態である為、ハロペリドール（5）1Aの筋注も施行していた。筋注後には次第に落ち着かれ、入院や身体拘束への不満を話すものの、食事・服薬等も問題無く行えている。翌4/26　午後の小柳Dr.・深澤Dr.両名の診察にて15:00身体拘束解除→終日隔離開始へ処遇変更となる。終日隔離開始後も自室内にて静穏に過ごす事出来ている為、4/29より20:00～10:00の時間隔離へ変更の指示となっている。時間隔離へ変更後も適度に他者交流見られ、不穏・興奮、他者トラブル等は無く、落ち着いて過ごす事出来ており、時間隔離開始時の入室も拒否や抵抗を示す事は無い。食事・服薬・睡眠共に問題は無く経過。

